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過去と和解する、 平和な未来を築く──日本占領に対するインドネシアの記憶

Indonesia, then Dutch East Indies, was occupied by Japan from 1942-1945 during the Asia-Pacific War. During the 3.5 years, Indonesia suffered various 
aggressions from the Japanese occupation such as the romusha (forced labor) and comfort women. After the war, with Japan rising as an economic superpower, 
state interests pushed both Japan and Indonesia to foster a good economic relationship. Therefore, both governments aim to reconcile with their past and to use 
the past to pursue present-day interests. To do this, they need to construct the collective memory of the Japanese occupation of Indonesia. Through education, 
the construction of the collective memory of the Japanese occupation of Indonesia shapes Japan-Indonesia relations today. 

アジア太平洋戦争中の 1942 年から 1945 年にかけて、 当時オランダ領だったインドネシアは日本に占領されました。 約 3 年半におよぶ日本の占領期間に、 インド

ネシアはロームシャ （強制労働） や慰安婦などさまざまな侵害を受けました。 しかし戦後になると、 日本が経済大国として台頭したことで、 日本とインドネシア両国

は国益のために良好な経済関係を築くよう迫られます。 両政府は過去と和解し過去を利用することで、 現在の利益を追求することを目指したのだといえます。 本報

告では、 教育を通じて日本占領に対するインドネシアの集合的記憶がいかに構築されたのかを検討し、 現在の日本とインドネシアの関係を見つめなおします。

立命館大学国際平和ミュージアム

〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1

https://rwp-museum.jp/　075-465-8151　io1025-a@st.ritsumei.ac.jp （大月）  
［写真］　日本占領下のジャワの女学生　（『大東亜戦争報道写真録』 1943 年より）

マホニ ・ アンジャニ ・ プトリ

（立命館大学国際関係学部 4 回生、 国際平和ミュージアム学生スタッフ）
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立命館大学国際平和ミュージアム　ピースコモンズ （2 階）

Zoom
(Meeting ID: 954 2083 7217 / Passcode: 458856) 

The presentation will be in Japanese
当日は日本語での発表を予定しています


